天然・伝承に学ぶ「スパイス調合」の可能性 : モデル感染性病原体への殺菌効果と香り・色合いの追究 by unknown
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研究者の手から取った菌を寒天培地上で培養し、そのうちの 3 種類のコロニーから菌を採取した。 





実験 1 スクリーニング  
① スパイスを秤量し、LB 培地を入れることで 40 mg/ml の濃度のサンプル溶液を作製した。この
際、粒が大きいものはすりつぶして使用した。遠心分離にかけた後、オートクレーブにて 121℃、
20 分で熱抽出し、遠心分離器にかけたのち 0.45 µm のフィルターでろ過を行った。 
② 上記①のサンプル溶液 200 μlに菌液 200 μlをそれぞれ入れ、インキュベーターにて 37℃で振と
う培養した。 
③ 培養したサンプル溶液を 96 ウェルマイクロプレートに 200 μlずつ分注し OD 600 で濁度を測定
することで菌の増減について評価した。 
 
実験 2 ドーズレスポンス 
① 実験 1 と同様にサンプル溶液を作製した。この際 40 mg/ml を 1 倍として 1/2 倍,1/4 倍,1/8 倍,1/16
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申請先学部  薬学部 採択番号 No.1 
倍の 5 つの濃度のものを作製した。実験 1 と同じ手順で抽出からろ過まで行った。 
② 実験 1 と同様にインキュベーターにて 37℃で振とう培養し、濁度測定を行った。 
 
実験 3 かけ合わせ 
① スパイスを 2 種類秤量し、同じ試験管に入れ、LB 培地を入れることでスパイス単体の濃度が 20 
mg/ml の濃度のサンプル溶液を作製した。これを濃度 1/2 倍と定義し、1/4 倍，1/8 倍についても
作製した。その際スパイス同士の重量差は混合した後の重量の 5%までとした。また、かけ合わせ
に使う 2 種類のスパイスについても 40 mg/ml を 1 倍として 1/2 倍,1/4 倍,1/8 倍の 4 通りの濃度
のサンプル溶液を作製した。その後実験 1 と同様に抽出からろ過までを行った。 
② サンプル溶液 250 μlに菌液 250 μlをそれぞれ入れ、インキュベーターにて 37℃で振とう培養し
た。 














③固定を行ったものにビクトリア青溶液を数滴滴下し、20 秒から 60 秒放置した後に水洗いを行っ
た。 
④サフラニン溶液を数滴滴下し、20 秒から 60 秒放置した後に青色がなくなるまで水洗いを行った。 




【実験 1 スクリーニング】 





クミン、ゆずの 8 種類は菌の増殖の割合がすべての菌に対して 5%以下の値を示した。一方、パセリ
グラニュール、ターメリック、オニオン、セロリシード、ディルウィード、カルダモンホール、ガー
リックスライスの 8 種類は 2 つの菌に関して菌の増殖の割合が 100%以上であった。 
また、レモングラス、サンショウ、サフラワー、シナモンホール、チンピグラニュール、ペパーミン
ト、ピックリッグスパイス、スペアミント、ローレル、ミョウガの 10 種類は菌 1,2 の増殖の割合が
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〈考察１〉 
オレガノ、セージ、タイム、ローズマリー、クミン、クローブホール、リコリス、ゆずの８種類が主
に菌 1,2,3 全てに対し効果的な活性を示したため、抗菌効果を持つということがわかった。 
また、それぞれのサンプル菌 1 と菌 2 に対する抗菌活性が似ていることからこの二つの菌は同系統の






選ぶべく、実験 1 の結果を踏まえ、ドーズレスポンス(以下、実験 2)を調査した。 
 
 
【実験 2－1 ドーズレスポンス】 












セージ・ローズマリー：濃度 1／16 まではローズマリーの菌 2 での 1／8 の結果を除きほぼすべての
点で 10％以下の菌の増殖率を示した。 
セロリシード：菌 1 では、濃度 1～1／4 まではほぼ横ばいであったが、濃度 1／8、1／16 ではより





菌３に関しては濃度 1／8 まで菌の増殖を抑制した後、濃度 1／16 で菌の増殖が認められた。 
ゆず：実験 1 では菌の増殖率がすべての菌に対して 5％以下の値を示し効果があるサンプルとしたが、
実験 2 ではすべての菌において 5％を大幅に越えた菌の増殖率を示した。 
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タイム：菌 1～3 で濃度 1／2 倍までは 10％以下の抗菌効果を示していた。菌 1、菌 2 では濃度 1／4
から抗菌効果の急激な低下が見られ、菌 3 では濃度 1／16 でも約 10％まで菌の増殖を抑えていた。 
クミン：濃度 1 では菌 1～菌 3 で 30％以下という比較的高い抗菌効果を示しているが、菌 1・菌 2 で
は濃度 1／2 から 100％を越え菌が増殖し、菌 3 では濃度 1／2 から抗菌効果が低下し、濃度 1／8・
濃度 1／16 では抗菌効果は 80％であった。 
ゆず・カルダモンホール：菌 1・菌 2 では濃度 1～1／4 は 100％を越えているものの、ゆずの菌 1 で
の 1／16 を除いて、次第に抗菌効果を示している。菌 3 では濃度の低下につれ、抗菌効果が弱まって
いった。 
オニオン：菌 1～菌 3 の菌 3 の濃度 1・濃度 1／16 を除くほぼ全てにおいて 100％を越えていた。 
ターメリック：菌 1 は濃度 1／4 をのぞき、濃度を薄めるにつれて比較的緩やかに菌が増殖していた。
菌 2 は 80％～110％でほぼ横ばいであった。菌 3 は濃度の低下につれ、菌が増殖していた。 
パセリグラニュール：菌 1・菌 2 は 100％～120％でほぼ横ばいであり、菌 3 は濃度の低下につれ、
菌が増殖した。 
ガーリックスライス：菌 1 の濃度 1・1／2 では 90％代であり、菌 2 では濃度 1 で 93％、濃度 1／4
で 72％であったが、菌 1～3 のほぼ全体で 100％を越えていた。 
3 回目カルダモンホール：菌 1 では濃度 1／2 から 20％を下回る結果となった。菌 2 は 80～95％で
ほぼ横ばいであった。菌 3 では濃度 1～1／8 では濃度の低下につれ、菌が増殖しているが、濃度 1／
16 で 82％まで増殖が抑えられていた。全体として 2 回目の結果と異なるものとなった。 
ディルウィード：菌 1・菌 2 では濃度 1／8 をのぞきほぼ横ばいであった。菌 3 では濃度 1／8 をのぞ
き、112％から 175％まで菌が増殖した。 








































































































































































以上の結果から、セージとローズマリーは濃度を 1／16 に薄めても菌 1～3 の全ての菌で高い抗菌効
果を維持していることが分かった。オレガノ、タイム、クミン、クローブホール、リコリスは実験 1
でも抗菌効果があるとされていたが、特に高濃度で抗菌効果があることが分かった。 
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オレガノ 
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カルダモン 
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クミン 
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クローブ 
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ターメリック 
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タイム 
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リコリス 
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レッドペッパー 
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考察 3 









結果のグラフからほとんどが 1/8 倍の濃度でも 0%付近であり強い抗菌作用を持つことが分かる。つ









今回使用した菌 1～3 について、グラム染色した結果を写真 1 に示した。写真から、菌 1,2 はグラム

















80 のスパイス辞典 著者:武政三男  
https://www.jstage.jst.go.jp/article/cookeryscience1968/25/2/25_159/_pdf 
 
